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志摩市、伊勢市
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2019年

主催：一般社団法人 ＫＩＰ知日派国際人育成プログラム/三重県

～土 月・休

参加費
日本人学生 15,000円
外国人留学生 10,000円

２泊３日

30名
関東に位置する大学・
大学院の学生・留学生

開催地

※本定員の３０名に加え、三重県から約3０名
の学生・留学生が参加する予定です。

※期間中の宿泊費・食費等を含みます。
※参加費の支払方法等の詳細は、参加者
決定後にお知らせします。

※解散時間によらず一律料金です。

内容（予定）

オリエンテーション、開会式、伊勢神宮
訪問、討議

アマモ場再生体験（アマモの種子を海
へ投入）、藻場･干潟視察（志摩の海を
カヤックで視察）

イセエビ刺し網漁視察･体験（漁の現場
を視察）

第４回大学生国際会議 in 三重

募集
人数

参加学生募集

9.14 (土)締切
2019年

University Students’ International Conference in Mie

写真提供（公社）三重県観光連盟

三重県志摩市を舞台として「海洋汚染と食」(予定)
をテーマに、海の豊かさを守る取り組みを視察・体験
し、環境保全を考慮した持続可能な開発についてグ
ローバル・ローカル両方の視点から県内外の学生・
留学生が討論を行う、３日間のプログラムです。

※11/4に授業がある場合は、a. 11/3の夕方もしくは
b. 11/4の朝の解散を選択可能。



KIPは、知日派国際人を育成するという大きな目標のもと、大学生・

大学院生を中心に「日本知らずの『国際派』から『知日派』の国際人

に」をモットーに活動する会員制討論グループです。

大学生国際会議in三重は、KIPと三重県の共催で始まり、今年度で第4

回目を迎えます。討議・地場産業体験・人的交流を通じて、日本でいま

起きていることを、実地で考えます。さまざまな地域から集まった日本

人学生と留学生で、濃厚な3日間を過ごし、一つの社会課題を考え抜く

ことで、「知日派」の国際人を目指します。

一般社団法人 KIP知日派国際人育成プログラム
Web-site: http://www.kipprograms.org/

第4回大学生国際会議 in 三重UNICOM2019
University Students’ International Conference in Mie

以下の事項をunicom2019@kipprograms.orgへ
メールで送信してください。

件名：「UNICOM2019参加申込」
本文：①参加者氏名、②所属大学学部学年、

③E-mailアドレス、④電話番号
⑤出身国（地域）(留学生のみ)
⑥面談希望日（相談可）
⑦別解散の希望

（a.11/3の夕方の解散、b.11/4の朝の解散）
※ご応募いただいた皆様とは以下の日程のい
ずれかで面談を実施いたします。（相談可）
9月17日（火）、18日（水）、19日（木）の
10:00-18:00。

⚫ 事前研修を10月19（土）午前と午後に行う
予定です（どちらか一方に参加）。詳細は、
参加者の皆さまに後日ご連絡します。

⚫ 11月1日（金）夜行バスで東京を出発します。
⚫ 解散場所からご自宅までの交通費は自己負

担となります。

⚫ 参加者が未成年の場合は、保護者の同意を
得ていることが参加条件となります。

⚫ 参加決定後の直前での参加辞退は、キャン
セル料が発生する場合があります。

2019年9月14日（土）申込方法 締め切り

志摩市

伊勢市

UNICOMでは、東京の学生、三重の学生、留学生が交じり合い、新たな

仲間と出会うことができます。今でも過去の研修参加者で集まっており、
真面目なことも楽しいこともできる友情を育むことができたのが、この研
修の醍醐味だと感じています。（早稲田大学創造理工学部 石井理穂）

普段中々お会いできない第一次産業に従事されている方々と直接お会
いし、一緒に活動を体験させていただく機会に恵まれました。様々なト
ピックを「自分事」として考えることができ、紙の上だけではできない学び
を得ることができました。（東京工業大学生命理工学系 岡部遼太郎）

注意事項

UNICOMを通じて身に付いたのは、一つの社会問題を多角的に

捉える力です。海洋汚染をめぐり、地元の方との海洋ゴミ拾いや、
さまざまなバックグラウンドを持つ学生との討議をおこないました。
これらを通じて、海洋汚染というグローバルな課題が、国内に及
ぼしている影響や、林業と水産業の関係について深く考えること
ができました。（慶應義塾大学法学部 石野瑠花）


